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○ 京田辺市章 ○ 

京田辺市マークの示す意味 

 京田辺の田の文字をかたどり、丸い円は市民の融和

を意味し、横に突き出た部分は無限にのびゆく京田辺

市を表現したものである。 

（昭和３７年６月２８日制定） 

（平成９年４月１日市制施行に伴い、田辺町章を京田辺市章とした。） 

○ 京田辺市市民憲章 ○ 

 わたくしたちは、未来に向かって、明るく住みよい緑豊かなまちづくりを進めて

いくために、市民憲章を定めます。 

 わたくしたちは、自然環境をまもり、美しいまちづくりを進めます。 

 わたくしたちは、産業と生活をはぐくみ、快適な田園都市をめざします。 

 わたくしたちは、心のふれあう、健康で明るい福祉のまちを築きます。 

 わたくしたちは、歴史と文化を大切にし、心豊かな人づくりに努めます。 

 わたくしたちは、世界と手をつなぎ、力を合わせて平和なまちをつくります。 

（昭和４１年１０月１日制定） 
（平成９年４月１日市制施行に伴い、田辺町住民憲章を京田辺市市民憲章とした。） 

○ 京田辺市の木 ○ 

南京はぜ 

 京都の南部に位置する市にふさわしい木として紅葉美しい

「南京はぜ」を選んだ。 

 木の強さは、のびゆく市にふさわしい。 

（昭和４２年１１月１日制定） 

（平成９年４月１日市制施行に伴い、田辺町の木を京田辺市の木とした。） 

○  京田辺市の花 ○ 

           ひらどつつじ 

 市の気候風土に適し、木が強く、花弁も大きく、美しいとこ

ろからのびゆく市にふさわしい。 

（昭和４４年６月１６日制定） 

（平成９年４月１日市制施行に伴い、田辺町の花を京田辺市の花とした。） 
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Ⅰ 京田辺市の概要 

 
（１） 市の沿革 

 京田辺市の歴史は大変古く、早くから文化の開けたところであり、市内には、天神山 

竪穴住居跡群や飯岡古墳群をはじめ、数多くの遺跡が発見されています。また、古事 

記・日本書紀・万葉集などにもうたわれている「筒城」は、後に郡名（綴喜郡）にもなり、 

継体天皇が筒城宮として山城の国に皇居を最初に定められた地といわれています。 

 奈良時代には、奈良から大宰府に通じる山陽道の山本駅が設けられるなど、交通の 

要衝として開けていました。また、市のシンボルでもある甘南備山は、平安京造営に際 

し、基準点として利用されていました。 

 平安時代末期から室町時代には、源平の戦乱の時代に三度も関白職についた近衛 

基通や一休禅師のような名高い高僧がこの地を愛し、晩年を過ごしています。 

 明治３１年には、ＪＲ片町線（学研都市線）の前身である関西鉄道が長尾～木津間に 

開通し、田辺駅（現、京田辺駅）が設置されました。また、昭和３年１１月には、奈良電 

気鉄道（現、近鉄京都線）が京都～西大寺間に開通することにより、南山城地域の中 

心地として発展してきました。 

 明治２２年の市制町村制実施に際し、田辺村、薪村、河原村、興戸村の４か村が合併 

して、田辺村となり、明治３９年１０月１２日に町制を施行し、田辺町となりました。昭和２６ 

年には隣接する大住村、草内村、三山木村、普賢寺村の４か村を編入統合しました。 

その後、平成９年４月１日に市制を施行し、京田辺市となり現在に至っています。 

（２） 位置と面積 

 本市は、京都府の南西部にあり、南山城地方の中央やや西寄りに位置しています。 

 東は木津川をはさんで城陽市、綴喜郡井手町と接し、西は生駒山系により大阪府枚

方市、奈良県生駒市と境を分かち、北は八幡市、南は相楽郡精華町と接しています。 

 市の中心部から直線距離にして、京都市へ約２２㎞、大阪市へ約２８㎞、奈良市へ約

１７㎞と、近畿大都市を結ぶ三角形のほぼ中心に位置しています。 

 また、国家的プロジェクトとして京都府、大阪府、奈良県にまたがる京阪奈丘陵にお

いて建設が進められている関西文化学術研究都市の北東部分となります。 

市役所の位置

１３５度４６分１３秒 ３４度４８分４０秒
東　経 北　緯

総面積
（ｋ㎡）
４２．９４

広ぼう（㎞）
東　西
５．５

南　北
１０．９  

（３） 地 形 

 本市の地形は、西部が生駒山系に連なる丘陵地であり、東部は淀川の三大支流の

一つである木津川のつくりあげた沖積地からなる平野であり、甘南備山の麓から扇状に

ひろがった東斜面の不等辺三角形のまちです。丘陵地から低地に至る緩傾斜地帯には、

集落が多く分布し、四季それぞれに特色をもつ良好な自然環境に恵まれています。 

（４） 地 質 

 本市の地質は、甘南備山に僅かながら古生層が見られますが、市の西部丘陵地域

は、大阪層群と呼ばれている洪積層の砂や粘土・礫などによって構成されたやわらかい

地層です。この洪積地域の東側の木津川沿いの低地帯は、木津川によってつくられた

沖積層です。 
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Ⅱ 平成２１年度 京田辺市教育の方針 

 

京田辺市の教育は、活力とうるおいのある未来をつくるため、確かな見通しを持って

主体的に生き抜く、創造性あふれる心豊かな人間の形成を目指すものである。 この

教育の目標を達成するためには、確かな学力、豊かな人間性、健康や体力など「生き

る力」の育成を基本とし、情報科学の進歩をはじめ、急速な社会の変化に柔軟かつ的

確に対応する能力や資質の育成に努めることが必要である。 各学校・園は教育課題

を明確にし、子どもや地域の実情に応じた特色ある教育活動の充実に努めるとともに、

開かれた学校を目指し、家庭や地域社会との連携を図る 。  

 社会教育においては、基本的人権の尊重を基盤に、生涯学習社会の実現に向けて、

社会の変化に対応した学習課題を明確にし、学習環境の総合的な整備・充実に努め

ることを目標とする。そのため、市民の自発的な学習活動を支援するとともに、学校、

家庭、地域社会が連携しながら、生涯学習、文化・スポーツ活動の振興に努めなけれ

ばならない。京田辺市教育委員会は、学校教育、社会教育、社会体育の密接な連携

を進め、子ども達の豊富な社会体験を通して人間形成に努めるとともに、市民の生涯

にわたる学習活動を推進し、地域に即した教育活動の創造と活性化のために、なお

一層の努力を図るものである。特に、心の教育の充実、子どもたちの安心・安全の確

保のための取組、学校図書館の充実、校種間連携の推進、同志社大学及び同志社

女子大学との連携に努めるものである。このため、平成 21 年度における学校教育、社

会教育、社会体育において、それぞれ重点を定め、緑豊かで健康な文化田園都市づ

くりを目指すものである。  
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Ⅲ 教育行政 

１．京田辺市教育の沿革  
 

昭和 

 

 

 

 

 

 

 

22 

 

 

 

 

 

 

 

1947 

 

 

 

 

 

 

 

３月３１日、教育基本法・学校教育法公布。６・３・３・４制発足。

４月１日、小学校令施行に伴い田辺町立田辺小学校、大住村立大住 

小学校、草内村立草内小学校、三山木村立三山木小学校、普賢寺村立

普賢寺小学校と改称。５月３日、日本国新憲法施行。５月５日、  

田辺・大住・草内３ケ町村組合立田辺中学校、三山木・普賢寺２ケ村

組合立南山中学校創立。６月２５日、前記５ケ町村は２中学校を  

廃し、田辺中学校を創立。 

〃 

 

23 

 

1948 

 

４月１日、田辺中は普賢寺分教場を廃し、田辺小で午前と午後の２部

授業。７月に田辺中は新校舎が落成し、２学期より２部授業終わる。 

〃 25 1950 １２月１日、田辺中学校校歌制定。 

〃 

 

 

26 

 

 

1951 

 

 

４月１日、田辺・大住・草内・三山木・普賢寺の５ケ町村が合併して

田辺町となる。人口１５,３９１人、３,２２９世帯。田辺町立田辺・大住・  

草内・三山木・普賢寺小学校・田辺中学校となる。 

〃 27 1952 ４月、町立田辺技芸学院創設。１０月１日、田辺町教育委員会発足。 

〃 28 1953 ８月、南山城地方集中豪雨。 

〃 29 1954 ６月１日、田辺音頭できる。 

〃 

 

30 

 

1955 

 

４月、田辺小学校完全給食実施（以降各小学校で順次実施）。 

４月１日、各区の集会所を公民館に。７月２日、町立田辺図書館開館。 

〃 31 1956 ５月２３日、田辺小障害児学級新設。 

〃 33 1958 ４月１日、社会体育指導員を委嘱。 

〃 

 

34 

 

1959 

 

５月１日、町立田辺高等技芸学校を田辺へ移転する（昭和４０年３月 

廃校）。 

〃 36 1961 ９月１６日、第２室戸台風、田辺中の講堂兼体育館の天井飛ぶ。 

〃 38 1963 ４月１日、府立田辺高等学校開校。 

〃 

 

 

40 

 

 

1965 

 

 

８月１２日、田辺小･三山木小の水泳プール完成。１０月１日、国勢調

査、町人口１７,３３３人、３,９２８世帯。１０月７日第１回町民運動会開

催。 

〃 41 1966 １１月３日、第１回町民文化祭開催。 

〃 43 1968 ６月２８日、文化財保護委員会委嘱。 

〃 45 1970 １０月１日、社会教育委員委嘱。 

〃 46 1971 ４月１０日、町立田辺幼稚園開園。 

〃 

 

47 

 

1972 

 

４月６日、町立田辺東小学校開校。４月１０日、町立田辺東幼稚園開園。

７月１９日、田辺小ことばの教室新設。 

〃 48 1973 ４月１０日、草内幼稚園、４月１１日、大住幼稚園開園。４月１７日、
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   田辺東小留守家庭児童会開設（以降各校で開設）。 

昭和 

 

49 

 

1974 

 

３月３１日、普賢寺小学校打田分校廃止、高船・打田に通学用バス運行。

７月、町立中央公民館完成。 

〃 50 1975 １０月１日、国勢調査、町人口３０,０２５人、７,７９４世帯。 

〃 51 1976 ４月１２日、三山木幼稚園開園。 

〃 52 1977 １０月６日、移動図書館車運行開始。 

〃 

 

53 

 

1978 

 

１０月１３日、田辺小、週１回の米飯給食実施。 

１２月１１日、町人口３万５千人をこえる。 

〃 

 

54 

 

1979 

 

４月１日、松井ケ丘小学校開校。４月５日、松井ケ丘幼稚園開園。 

４月６日、田辺中学校より大住中学校が分離して新設開校。 

〃 

 

55 

 

1980 

 

４月５日、田辺小学校より薪小学校が分離して新設開校。薪幼稚園開

園。４月１４日同志社国際高校開校。４月２０日、田辺公園野球場完成。 

〃 

 

56 

 

1981 

 

３月、町人口４万人をこえる。 

４月、田辺町青少年野外活動センター完成。 

〃 57 1982 ４月８日、田辺中学校より培良中学校が分離して新設開校。 

〃 59 1984 ７月２５日、大住小学校より桃園小学校が分離して新設開校。 

〃 

 

61 

 

1986 

 

４月１日、国鉄片町線に「同志社前駅」新設。４月２７日、同志社大学

田辺校地でキャンパス完成。 

〃 62 1987 １月、田辺町役場新庁舎開庁。７月、田辺中央体育館完成。 

〃 

 

63 

 

1988 

 

８月、全国小学生ハンドボール大会始まる。１０月１６日、第４３回 

国民体育大会ハンドボール競技会開催。 

平成 

 

元 

 

1989 

 

４月、北部住民センター開所。５月、田辺公園テニスコート全天候化 

リニューアルオープン、中央体育館トレーニングルームオープン。 

〃 ３ 1991 町立中央図書館完成。６月、田辺公園プール開所。 

〃 

 

 

４ 

 

 

1992 

 

 

８月、外国人英語指導助手（AET）設置。大住中学校コンピュータ教室

設置工事完了。９月、学校週５日制（第２土曜のみ）実施。スポーツ  

振興審議会設置諮問。 

〃 

 

５ 

 

1993 

 

５月、「たなべ・同志社ヒューマンカレッジ」開講。１２月、大住中、

第１回全国中学生駅伝大会（熊本）出場。 

〃 ６ 1994 １２月、スポーツ振興審議会答申。 

〃 

 

 

７ 

 

 

1995 

 

 

４月、幼稚園３歳児保育実施。「スクールカウンセラー」設置。１０月

２９日、大住中、第４３回全日本吹奏楽コンクールに出場。１０月、 

国勢調査で人口５３,０４０人となる。 

〃 

 

８ 

 

1996 

 

「ふるさと体験学習」全小学校区で実施。「生涯学習推進基本計画」  

策定。９月１７日、薪小、インターネット上にホームページ開設。 

〃 

 

 

９ 

 

 

1997 

 

 

４月１日、市制施行により「京田辺市」となり、各学校などは京田辺市

立となる。京田辺市生涯学習推進本部設置。推進協議会委員・推進協力
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   員委嘱。５月、「京田辺市スポーツ賞」制定、実施。６月、京田辺市   

野外活動センター拡張工事完成。全国高等学校総合体育大会ハンド  

ボール競技開催。 

平成 

 

 

10 

 

 

1998 

 

 

培良中学校グランド夜間照明施設設置。適応指導教室「ポットラック」

開設。１１月、文化祭、くらしのフェアなどを「京田辺市民まつり」と

して合同実施。 

〃 

 

11 

 

1999 

 

田辺中、文部省より、スクールカウンセラー活用調査研究「心の教室」

コンピュータ活用調査研究指定校となる。 

〃 12 2000 ４月、普賢寺幼稚園開園。 

〃 

 

 

13 

 

 

2001 

 

 

松井ケ丘小学校増築工事完成。松井ケ丘小及び大住小にエレベータ設置

（以降、児童生徒の受入れに対応してエレベータ等バリアフリー対策 

実施）。大住中学校グランド夜間照明施設設置。 

〃 

 

 

14 

 

 

2002 

 

 

３月、草内幼稚園増築工事完成。小学校生活介助補助職員配置。１０月、

中部住民センター開所。北部・中部住民センターの図書室を中央図書館

分室に。 

〃 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

2003 

 

 

 

 

 

４月、幼稚園（田辺、大住、薪）で預かり保育試行。田辺幼稚園増築工

事完成。薪小、大住中にエレベータ設置。小中学校に扇風機設置（３カ

年計画）。田辺公園野球場・草内木津川運動公園野球場リニューアル  

オープン。８月、大住中ハンドボール部女子、全国中学校ハンドボール

大会で３位入賞。 

〃 

 

 

 

16 

 

 

 

2004 

 

 

 

３月、田辺中学校トイレ棟完成。学校安全対策事業（フェンス、門扉）。

幼稚園全園で預かり保育試行（17 年から本実施）。田辺公園テニスコ

ート照明設備リニューアルオープン。１０月、学校安全ボランティア募

集開始。１２月、田辺東小学校にエレベータ設置。 

〃 

 

 

 

 

 

17 

 

 

 

 

 

2005 

 

 

 

 

 

１月、京田辺市と同志社との包括協定締結。３月、松井ケ丘幼稚園増築

工事完成。学校安全対策事業実施（門扉等）。８月、第１８回全国小学

生ハンドボール大会松井ケ丘小女子ハンドボールチーム優勝。９月、薪

幼稚園増築工事完成。１０月、学校安全ボランティア事業実施開始。  

１１月、市民文化祭を同志社との連携事業として実施。 

〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月、同志社との連携の中で学生による学校支援ボランティア募集・

受入開始。３月、田辺小エレベータ設置。一丁田池多目的運動広場造

成工事。学校安全対策事業（校門オートロック、防犯備品配備、緊急

通報システム等）。第２次生涯学習推進基本計画策定。４月、子ども

の居場所づくり開設事業補助金制度創設。社会教育委員と公民館運営

審議会が統合し社会教育委員に一元化。図書館の一部祝日開館実施。

田辺公園プール土曜日「夜間の部」開設。文部科学省指定で、市内全

小中学校と京田辺市が豊かな体験活動推進地域・推進校となる（18・

19 年度）。田辺中、文部科学省より心に響く道徳教育推進事業の指定
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校となる（18・19 年度）。５月、京田辺市と同志社大学との連携によ

る「総合型地域スポーツクラブ」の取組開始。７月、田辺中央体育館

にＡＥＤ設置。８月、培良中ハンドボール部女子、全国中学校ハンド

ボール大会で３位入賞。１０月、子ども安心・安全連絡網実施開始。 

平成 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 

 

 

 

 

 

 

 

 

2007 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月、情報教育推進室を庁舎内に移転。３月、耐震補強工事設計業務

委託（大住中、田辺東小）。田辺中エレベータ設置。一丁田池多目的

運動広場整備。三山木留守家庭児童会・薪留守家庭児童会、各専用施

設整備。京田辺市教育委員会「人権教育の指針」策定。４月、小規模

特認校制度を普賢寺小学校で開始。適応指導教室「ポットラック」を

拡充（統合と開設時間の充実）。留守家庭児童会の受入を４年生まで

拡大。１０月、文化施設利用助成金交付制度の制定。桃園留守家庭児

童会施設整備。 

平成 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

2008 

 

 

 

 

 

 

３月、田辺東小学校北校舎耐震補強工事及び大規模改修工事完成。大

住中学校管理棟及び便所西棟、体育館耐震補強工事完成。田辺小学校

北便所増改築工事及び南校舎棟便所改修工事完成。一町田多目的運動

広場完成。４月、適応指導教室「ポットラック」へ大学教授等を招聘

してスーパーバイズを実施。８月、培良中ハンドボール部女子、全国

中学校ハンドボール大会で３位入賞。９月、市内幼稚園で「幼稚園キ・

ラ・ラ体験事業」を実施。放課後子どもプラン（大住小・田辺東小・

普賢寺小・野外活動センター）実施。１０月、田辺中学校南校舎棟改

築工事着工（平成 20・21・22 年度継続）。１１月、田辺中学校南側グ

ランド整備工事完成。 

平成 

 

 

 

 

 

 

21 

 

 

 

 

 

 

2009 

 

 

 

 

 

 

３月、薪小学校管理棟・体育館耐震補強工事完成。草内小学校給食棟・

体育館耐震補強工事完成。三山木小学校体育館耐震補強工事完成。田

辺東小学校管理棟耐震・大規模改修工事完成。 

 


